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　神里さんと大城さんはそれぞれ、戦争前や戦争中・戦争後の村や生活の
様子を話しました。「戦争中、学校はどうなっていたのか？」「なぜ、疎
開しなかったのか？」等の質問に当時の状況を説明しました。最後に「戦
争を生き延びたからこそ、今は子や孫にも恵まれた。皆さんも命を大切に
して、命のバトンを繋いでください」とエールを送りました。担当教諭は
「平和の事は６月だけではなく、常に考えてほしいです」と話しました。

　小学校低学年では、沖縄陸軍病院南風原壕群２０号壕ガイドの皆さんが、絵本「いただきます」「仏桑花のさくころ」、戦争紙芝居「聞けなかったおかえり」「１３才の別れ」を題材に読
み聞かせをしました。２０号壕の紹介では、当時南風原小学校が病院になったことや壕内で行われた看護の様子、喜屋武の人たちが飯上げの道を通って握り飯を運んだことなど、子供たちは
初めて聞く話しばかりです。また、読み聞かせ後の質問タイムでは「まだ戦争をしている国があるの？」等たくさんの疑問があり、ガイドさんは児童一人一人に丁寧に応えていました。
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「戦争がどんなものかを知って、感じた事を聞かせて！」 南風原平和ガイドの会
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平和朗読首里

　朗読で平和を伝える活動をしている「平和朗読首里」の皆さんが、翔南小２年と津嘉山小４年
で、絵本「マブニのアンマー」の朗読をしました。終戦後、11年間も息子の遺骨を探し続けた母
親の実話です。絵本の登場人物に配役をつけ感情を込めた語り口に、子供たちは引き込まれまし
た。また「戦争中、障がいを持った人たちはどうしていたの？」「なぜ、沖縄だけ地上戦があっ
たの？」「この本を選んだ理由は？」など質問が相次ぎ、メンバーの与儀喜一郎さん（元中学校
教諭）は児童の質問内容に感心しながら丁寧に説明してくださり、さらに学習が深まりました。

「地域の手で、７１年前の戦争を語り継いでいこう」
小学校や中学校でお話をしてくださった皆さん、ありがとうございました。

「今、あなたなら疎開に行きますか？」 南風原の学童疎開
宮崎と熊本の話し

南風原文化センター
学芸員の授業「なぜ、平和について勉強するのか？」

南風原町教育委員会

生涯学習文化課
あなたも学校の応援団になりませんか？ ボランティア募集中！

★未来を担う南風原町の子供たちを地域で育てましょう★ ＴＥＬ８８９－０５６８
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朗読「マブニのアンマー」～息子を失った母の気持ち～
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ミ
ネ
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さ
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（兼
城
） 南星中で講話をする神里富夫さん（津嘉山） 

翔南小・北丘小５年で講話

をした大城敏雄さん（照屋） 

津嘉山小学校・５年 

金城シズ子さん（津嘉山） 

南風原小学校・４年 

「安心して生きられる世の中にして下さい」 

と語る、大城ヨシさんと誠守さん夫妻（神里） 
北丘小学校・４年 

大城和子さん（兼城） 

翔南小学校・４年の子供たちに囲

まれる赤嶺善助さん（神里） 

赤く錆びた砲弾のかけら

を手にした子供たちの声。 

「重い」「恐い」 

「こんなのが飛んできたら、

絶対に嫌だ！」 

保久盛 陽さん 平良次子さん 
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大城逸子さん 長嶺由美子さん 大城勝美さん 

大城律子さん 宮城弘子さん 平良美智子さん 山入端美佐枝さん 

宮川光世さん 

熊野ひとみさん 太田玲子さん 新垣幸江さん 

仲
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金城美根子さん 
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「２０号壕知ってる人？」 

安座間喜順さん 

真剣な

眼差し 


